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安  全  部  会  要  旨 
 
【災害・雪に関すること】 

 
○ 合併により海から山までの広大な市となったことから、市域内において様々な災害が想

定される。洪水や津波などの大規模災害を想定し、その対応を整えておく必要がある。 

 
○ 除雪について、作業が遅れている場合は作業状況に関する情報提供をし、苦情ばかり受

け付けるのではなく、どのような形で市民に協力を得るかが大切である。 

 
○ 昨年の水害について知らない市民がいる。エコタウンについても近くに住んでいるのに

概要も知らない。「○○地区で○○が起こっている」というようなきめ細かい情報の提

供に心がけるべき。 

 
○ 災害は山間部で発生することが多いが、平野部に住む人にも山間部の防災の重要性につ

いての理解が必要である。 

 
○ 「水害の予防」について、予防だけでなく対策も検討すべきである。 

 
○ 新市は多くの河川を有しているため、対策は特に重要である。危険地域の現状を認識し、

効果的な対策を検討する必要がある。 

 
○ 河川の改修に対して、国や県の対応を待つばかりでなく、浸水に備えて施設等に外堀を

造る方法などの自前でできることもあると思う。 

 
○ 最近は従来の想定を超える局地的な豪雨が降るため、それに対応する防災面の強化も大

切である。 

 
○ 豪雨による災害を防止するため、ダムが果たす役割は大きい。ダムがない河川の危険性

を認識し、国が行う対策ばかりでなく、自衛できる部分もあると思う。 

 
○ 全体的に市民の意識改革への対策が漏れているのではないか。例えば災害については、

災害が起こったときに市民は何をすべきかを明確にすべきである。 

 
○ 市民の意識として、災害に遭った人以外は対策に無関心である。ハード整備ばかりでな

く、人の意識や組織を整えるソフト整備にどう取り組むかが重要である。 

 
○ 災害対策では、有事の際の非常通信連絡網の整備目標等の指標が必要ではないか。 

 

 



○ 「市民による防災都市づくり」ではなく、「市民と行政の協働による防災都市づくり」

とし、市民と行政の役割分担を明確にすべきである。 

 
○ 「理念」とあるが理念だけではなく行動まで広げるべきである。 

 

 

 
【消防・救急に関すること】 

 

 

 
【交通安全に関すること】 

 
○ 高齢者の事故も多いが、最近は自転車等について、安全対策の推進の必要性を感じる。 
 

 

 
【防犯対策に関すること】 

 
○ 県の安全なまちづくり条例を参考として活用すべき。 

 
○ 防犯関連の指標について、３項目では少なくないか。また、成果を求めるのなら目的を

まちの防犯体制の整備とすべきではないか。 
 

○ 防犯・防災を含めた地域の拠点整備や見直しを行うため、配置基準の考え方を整理して

いくべきではないか。 

 

 

 
【環境対策に関すること】 

 
○ 環境対策について、取り組みの必要性を感じているが、具体的な取り組み方法がわから

ないという状況にあることから、身近にできる環境活動の例を情報提供することが必要。 

 
○ 市エコタウンの予算投資効果の検証が大切。エコタウンには全国から多数の視察者が訪

れていることや、雇用確保の観点等の経済効果に注目しても良いのではないか。 

 
○ リサイクル関連には投資してもいいと考える。外国ではこれらの関連に積極的に投資し

ている都市もあり、その面から活性化している例もある。 

 



○ 環境問題に関して、消費者の立場からごみの減量も必要であると思う。ごみ減量に関す

る広報活動が不足しているのではないか。 

 
○ 身近な地区センターを拠点として活用し、リサイクル、省エネ、ごみ減量についての意

識の高揚を図る必要がある。 

 
○ リサイクル（再利用）も大切だが、リデュース（発生抑止）が重要。 
 
○ 空気や水の大切さを意識していないため環境活動に取り組まない。あらゆる面で情報提

供の仕方の工夫が必要である。 

 
○ ＬＲＴは運行経費としては赤字になるかもしれないが、岩瀬の古い街並み景観を活かし

たまちやエコタウン等への広がりにつながるので評価できる。 

 
 

 

【消費生活に関すること】 

 

○  安心・安全な消費生活の推進について、高齢化社会における安全な消費生活のあり方

について検討が必要。 

 
○ ＢＳＥ問題、食品の農薬残量問題等にみられるように外国での加工された食品の信頼性

は低い。地産地消への取り組みを強化するため、地元の食べ物が一番安全であるという

認識を高め、ひいては、農業の魅力を高める取り組みが必要である。 

 
○ 食育は食の安全確保上大切な問題であり、市として対応が必要である。 

 

 

 
【森づくりに関すること】 

 
○ 新市の森林面積を考慮すると森林対策は重要であり、部会として施策を創るべきでない

か。 

 
○ 林業をどうするかが重要であるが、現実として産業として成り立たない。ＮＰＯは多数

あるので、ボランティアがやること市がやるべきことを整理すべき。 

 
○ 昨年は熊の被害があり対策の必要性が叫ばれたが、今年は熊が出没していない。熊の被

害がなくても昨年の教訓を忘れずしっかり対応を続ける必要がある。 

 



○ 市民ボランティアが森林の保護に関する取り組みを行うことは重要であるが、ボランテ

ィア活動による効果を期待するのは厳しい。 

 
○ 山間部にある田は、ダムの役割を果たしている一面もあるため、維持が必要があり、耕

作放棄田についての対策も重要である。 

 

 

 

【その他全体に関すること】 

 
○ 5 年後 10 年後に住みよいまちづくりを進めるために、大きな視野で取り組むべき。 

 
○ 高齢化社会を見据え、あらゆる面で高齢者が活躍できる場をつくることが望まれている。 
循環型のまちづくりを核として考え、拡大していく視点もあってもよいのではない。 

 
○ 市民が主体となって地域力を高めて、団塊の世代への対応も考慮した住みよい地域を構

築していく必要がある。高齢化の進行とともに元気な高齢者も増加する。高齢者が集え

る場として公共施設を活用したい。 

 
○ 市民と行政の協働というが、現実は行政の力は多大であるので市職員が自信をもって施

策を進めてほしい。どのように進んでいくかという時間軸と、様々な空間について整理

し課題を検討すべき。 
 
○ 安定した収入を得るため、工業生産額を上げる努力が必要である。また、良好な景観確

保するための対策の充実が必要である。 

 
○ 評価指標について、これからは単なる件数ではなく、処理過程等の内容を重視した指標

の設定はできないか。例えば、処理済・処理中・保留中など、処理状況に関する件数の

方が良いのではないか。   



自主防犯パトロール隊等の状況                     H17.10.31現在 

区  分 
富  山 

地  域 

大沢野 

地  域 

大  山 

地  域 

八  尾 

地  域 

婦  中 

地  域 

山  田 

地  域 

細  入 

地  域 
合  計 

防犯パト 

ロール隊 
69 3 2 5 5 1 0 85 

結成校下数 39 2 2 4 4 1 0 52 

防犯連絡所 1,157 95 90 113 147 22 11 1,635 

こ  ど  も 

110番の家 
2,949 233 163 159 329 7 57 3,897 

少年補導 

委     員 
360 14 8 22 32 2 2 440 

自主防災 

組     織 
33 3 8 10 21 10 10 85 

 





















 


